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3. 土の構成の模式図（下図参照）に示す体積、質量の割合から、土の状態を表す諸量

として、誤っているものを a～dのなかから選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

a. 含水比  ｗ  ＝（ｍｗ／ｍ）×100（％） 

b. 間隙比  ｅ  ＝（Ｖａ＋Ｖｗ） /Ｖｓ 

c. 飽和度  St  ＝｛Ｖｗ／（Ｖａ＋Ｖｗ）｝×100（％） 

d. 乾燥密度ρd ＝ｍｓ ／Ⅴ 

 

 

4. ｢道路土工 盛土工指針」の補強盛土の設計に関する記述のうち、誤っているもの

を a～dのなかから選びなさい。 

a. 転圧補助材としてのジオテキスタイルを利用するときの標準的な方法として

は、引張強度が２kN／m 程度以上のジオテキスタイルを敷設間隔 30cm 程度、敷

設長２m 程度で配置するとよい。 

b. 侵食防止用ジオテキスタイルとしては、引張強度２kN／m 程度以上のものを敷

設間隔 30cm 程度、敷設長１m 以上で配置することが望ましい。 

c. 排水性を有するジオテキスタイルを利用して、高含水比粘性土による盛土の施

工中の過剰間隙水圧の消散をはかり、圧密による土の強度増加を促進すること

によって盛土を補強する。 

d. 設計に当って考慮しなければならない補強盛土の破壊モードは、①補強領域内

部を通るすべり破壊と②補強領域の外側を通るすべり破壊の２つである。 

 

 

 

 

 

 

 



5. 円弧すべり面を仮定した震度法による安定計算法を用いた場合の地震時安全率の

計算式としては以下のようなものがある。安定計算式の中の①②③④の数式として、

正しいものを a～dのなかから選びなさい。 
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